
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

７月25日（金） ～ 10月13日 （月・祝） 

＜ア ク セ ス＞ 
<自家用車>:三次 IC から約 10 分、三次東 JCT･IC から約 20

分、三良坂IC から約10 分 
 
<タクシー>:三次駅から約15 分 
 
<バ  ス>:三次駅から廻神経由三和支所行あるいは上田小跡行

に乗車、風土記の丘入口下車(日・祝運休)  
<Ｊ  Ｒ>:JR 芸備線神杉駅下車、徒歩約３km 

 
（ 広 島 県 立 歴 史 民 俗 資 料 館 ）

入 館 料：常設展と合わせて御覧になれます。 
一   般:200 円(160 円) 
大 学 生:150 円(120 円) 

     高校生以下･65 歳以上:無料 
     ※（ ）内は 20 名以上の団体料金  
休 館 日：７・８月の水曜日(ただし、８月 13 日は開館)、9・10 月の月曜日

(ただし、９月１５日(敬老の日)・10 月１３日(スポーツの日)は
開館）、9 月１６日(火) 

開館時間：9 時～17 時（入館は 16 時 30 分まで） 
〒729-6216広島県三次市小田幸町 122 
T E L ： 0 8 2 4 - 6 6 - 2 8 8 1  F A X ： 0 8 2 4 - 6 6 - 3 1 0 6
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/rekimin/

 

★解説会（風土記の丘ギャラリー） 
 日時：会期中の土・日・祝日（数回） 

 （具体的な日程は当館 HP でお知らせします。） 
 解説：清原 正明さん 

１９７０年代後半、当時の国鉄は普通列車に運用する一般型気動車の塗装
を朱色に変更しました。首都圏から試行的に実施されたことから、「首都圏
色」と呼ばれます。JR 化後の一時期、他の色に変えられたこともありましたが、
２０１０年頃から再び朱色に改められています。 

４０年前と現在の対比をご鑑賞下さい。 

２０２２年３月   西三次→志和地   

撮影：廣瀬 悠吏 

１９８３年１０月   神杉→塩町  

撮影：藤原 弘達 

鉄 道 写 真 展 
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令 和 ７ 年  


